
法人本部･コロニー印刷所･コロニー中野･アートビリティ･IT事業本部･デジタルメディアセンター･トーコロ情報処理センター職能開発室･トーコロ生活支援センター（〒165-
0023 中野区江原町2-6-7）･葛飾福祉工場（〒125-0042 葛飾区金町2-8-20）･立石工場（〒124-0012 葛飾区立石8-50-1）･トーコロ情報処理センター事業部（〒162-0051 新
宿区西早稲田2-2-8）･コロニー東村山印刷所･コロニー東村山･コロニー東村山第二印刷所（〒189-0001 東村山市秋津町2-22-9）･大田福祉工場（〒143-0015 大田区大森
西2-22-26）･浜松町工場（〒105-0022 港区海岸1-4-17）･トーコロ青葉ワークセンター･トーコロ青葉第二ワークセンター･トーコロ青葉第三ワークセンター（〒189-
0002 東村山市青葉町2-39-10）･国分寺戸倉寮（〒185-0003 国分寺市戸倉1-21-9）･東久留米第一氷川台寮･東久留米第二氷川台寮（〒203-0004 東久留米市氷川台2-31-22）

Vol. 141号号
2007（平成19）年

1月発行

社会福祉
法　　人

〒165-0023

東京都中野区江原町2-6-7

TEL03-3952-6166

FAX03-5952-6664

http://www.tocolo.or.jp/

（法人本部　事務局）

東京コロニー

18 作者　岡村　陸矢『赤おに、青おに、黄色おに』（詳しくはＰ11頁をご覧下さい。）

（障害者アートバンクは、2002年４月１日より「アートビリティ」と名称を変更します。）

とぴっくす

法人の主な動きから

2006年度 上半期総括事業報告書



コロニーとうきょうVol.141

─ 2 ─

「
危
機
管
理
産
業
展
２
０
０
６
」
を

東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト
で
開
催

来
場
者
は
、
約
８
０
、
０
０
０
人
と

大
盛
況

平
成
18
年
の
10
月
24
日
（
火
）
か
ら
26

日
（
木
）
の
３
日
間
、
東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ

ト
西
１
・
２
ホ
ー
ル
で
「
危
機
管
理
産
業

展
２
０
０
６
」（
主
催
・
�
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト
、

特
別
協
力
・
東
京
都
、
後
援
は
、
内
閣
府
、

警
察
庁
、
防
衛
庁
、
総
務
省
消
防
庁
、
海

上
保
安
庁
な
ど
関
係
機
関
が
名
を
連
ね
る
）

が
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

テ
ー
マ
は
、
〝
東
京
か
ら
発
信
す
る

Ｒ
Ｉ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
Ｎ
　
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ
（
Ｒ
ｉ
ｓ
ｋ

Ｃ
ｏ
ｎ
ｔ
ｒ
ｏ
ｌ

Ｔ
ｏ
ｋ
ｙ
ｏ
）
〞
で
、

い
わ
ゆ
る
防
犯
・
防
災
・
リ
ス
ク
管
理
の

我
が
国
最
大
の
見
本
市
。
期
間
中
は
、
展

示
会
の
ほ
か
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、
危
機
管

理
セ
ミ
ナ
ー
、
関
係
機
関
の
デ
モ
ン
ス
ト

レ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
、
実
に
多
彩
な
催
し
が

展
開
さ
れ
ま
し
た
。

当
葛
飾
福
祉
工
場
も
防
災
対
策
の
エ
キ

ス
パ
ー
ト
と
し
て
、
出
展
者
約
３
０
０
社

中
の
１
社
と
し
て
参
加
。
今
回
の
展
示
で

は
、「
家
庭
の
安
全
対
策
」「
企
業
の
防
災

対
策
（
災
害
発
生
に
伴
う
事
業
継
続
計
画

や
社
会
的
責
任
、
帰
宅
困
難
者
へ
の
対
応
」

を
ポ
イ
ン
ト
に
、
家
庭
、
地
域
及
び
事
業

所
、
自
治
体
で
の
災
害
対
策
に
役
立
つ
各

種
防
災
用
品
を
展
示
し
ま
し
た
。

会
場
は
、
連
日
満
員
の
盛
況
。
入
場
者

は
、
約
８
万
人
、
昨
年
の
３
万
人
を
大
幅

に
上
回
り
ま
し
た
。
当
工
場
へ
の
ブ
ー
ス

に
も
大
勢
の
方
が
立
ち
寄
り
、
職
員
か
ら

詳
細
な
商
品
説
明
を
受
け
た
り
、
防
災
・

避
難
用
品
を
実
際
に
手
に
取
っ
た
り
と
、

引
き
も
切
ら
な
い
様
子
で
し
た
。

担
当
者
に
よ
る
と
「
昨
年
よ
り
も
確
実 （葛飾福祉工場のブース）

「
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
」
へ
の
対
応

「
ノ
ロ
か
も
し
れ
な
い
・
・
」
と
相
談

に
来
た
こ
の
一
言
か
ら
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
へ

の
対
応
が
始
ま
り
ま
し
た
。
ま
ず
、
緊
急

受
診
の
必
要
性
を
説
明
、
病
院
へ
。
結
果

が
出
る
ま
で
の
間
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
周
辺

洗
面
所
周
辺
、
自
販
機
な
ど
消
毒
を
し
ま

葛
飾
工
場

大
田
工
場

に
入
場
者
が
増
え
て
い
ま
す
。
最
近
の
国

内
外
の
災
害
発
生
や
テ
ロ
な
ど
、
危
機
管

理
に
対
す
る
関
心
が
非
常
に
高
ま
っ
て
い

ま
す
。
こ
う
し
た
機
会
を
通
し
て
、
少
し

で
も
東
京
コ
ロ
ニ
ー
と
葛
飾
の
名
が
広
ま

れ
ば
こ
ん
な
に
う
れ
し
い
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
。」
と
コ
メ
ン
ト
し
て
く
れ
ま
し
た
。

危
機
管
理
産
業
展
の
常
連
で
あ
る
、
信
頼

の
ブ
ラ
ン
ド
・
フ
ァ
イ
ア
マ
ン
マ
ー
ク
が
、

ま
た
東
京
の
地
か
ら
全
国
に
発
信
さ
れ
た

瞬
間
で
す
。

（
総
務
部
長
　
君
島
久
康
）
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こ
れ
ら
の
対
策
内
容
を
嘱
託
医
に
報
告

し
承
諾
を
得
ま
し
た
。
従
業
員
に
は
、
ノ

ロ
と
疑
わ
れ
る
時
は
無
理
に
出
勤
せ
ず
受

診
す
る
事
、
吐
物
の
扱
い
は
触
れ
ず
に
、

速
や
か
に
看
護
師
か
総
務
に
連
絡
す
る
。

こ
の
二
点
の
周
知
を
図
っ
て
い
ま
す
。

現
在
感
染
報
告
は
一
名
で
す
。
こ
れ
以

上
増
や
さ
な
い
為
に
、
マ
ス
ク
・
手
袋
・

バ
ケ
ツ
の
怪
し
い
姿
で
消
毒
を
続
け
て
い

き
ま
す
。

（
看
護
師
　
佐
藤
和
子
）

東
村
山
市
の
福
祉
の
つ
ど
い

11
月
末
か
ら
12
月
頭
に
か
け
て
、
東
村

山
市
で
は
「
福
祉
の
つ
ど
い
」
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。「
福
祉
の
つ
ど
い
」
は
、
年
に

１
回
、
市
と
東
村
山
市
社
会
福
祉
協
議
会

の
共
催
で
開
か
れ
る
イ
ベ
ン
ト
で
、
コ
ロ

ニ
ー
も
協
賛
団
体
と
し
て
毎
年
参
加
し
て

し
た
。「
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
」
と
の
診
断
報
告

を
受
け
て
か
ら
、
所
属
課
上
司
よ
り
同
僚

部
下
へ
説
明
し
て
も
ら
い
、
そ
の
後
本
人

専
用
の
パ
ソ
コ
ン
周
辺
、
机
・
椅
子
等
か

ら
消
毒
開
始
、
本
人
が
手
に
触
れ
た
と
思

わ
れ
る
場
所
は
全
て
消
毒
対
象
と
し
ま
し

た
。
嘱
託
医
に
連
絡
相
談
、
確
認
の
上
、

本
人
に
は
頻
回
な
る
手
洗
い
の
必
要
性
、

汚
物
の
取
り
扱
い
消
毒
方
法
、
症
状
が
な

く
な
っ
て
か
ら
３
日
間
は
出
勤
し
な
い
事
、

そ
の
間
の
食
堂
利
用
は
中
止
を
伝
え
ま
し

た
。
症
状
が
消
え
て
も
、
ウ
イ
ル
ス
の
排

泄
は
通
常
１
週
間
、
長
い
時
は
１
〜
３
ヶ

月
も
続
く
の
で
手
洗
い
だ
け
は
続
け
る
よ

う
に
説
明
を
し
ま
し
た
。

翌
日
、
ワ
ー
カ
ー
、
総
務
部
長
と
の
打

合
せ
、
集
団
感
染
を
防
ぐ
の
に
何
が
出
来

る
か
を
話
し
合
い
ま
し
た
。
第
一
は
食
事

直
前
に
手
洗
い
し
て
も
ら
う
。
そ
の
為
に
、

食
堂
ド
ア
に
ポ
ス
タ
ー
掲
示
食
堂
手
洗
い

場
に
液
体
石
け
ん
と
ペ
ー
パ
ー
タ
オ
ル
を

設
置
、
各
自
ご
飯
を
よ
そ
っ
て
い
た
の
を

食
堂
の
方
に
協
力
を
得
て
、
専
門
に
よ
そ

っ
て
も
ら
う
こ
と
に
し
ま
し
た
。
次
は
二

次
感
染
の
防
止
で
す
。
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
の

特
徴
や
感
染
予
防
方
法
を
ま
と
め
、
安
全

衛
生
委
員
会
や
部
課
長
会
に
配
布
し
啓
蒙

を
図
る
と
共
に
、「
ノ
ロ
セ
ッ
ト
」
と
し
て

処
理
用
備
品
を
作
成
し
総
務
・
浜
松
町
工

場
に
セ
ッ
ト
し
ま
し
た
。
ま
た
、
手
す
り
、

ド
ア
ノ
ブ
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
周
辺
、
水
道

蛇
口
な
ど
洗
面
所
ト
イ
レ
周
辺
、
自
販
機

な
ど
の
消
毒
を
毎
日
又
は
定
期
的
に
実
施

す
る
事
に
し
ま
し
た
。

い
ま
す
。
障
害
の
有
無
や
年
齢
・
性
別
を

問
わ
ず
地
域
の
人
々
の
交
流
を
図
る
こ
と

と
社
会
福
祉
へ
の
関
心
の
喚
起
を
目
的
と

し
て
お
り
、
ス
ポ
ー
ツ
・
展
示
・
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
な
ど
盛
り
だ
く
さ
ん
な
内
容
で
今

年
開
催
23
回
目
を
む
か
え
ま
し
た
。

ス
ポ
ー
ツ
交
流
会

11
月
25
日
に
は
、
市
内
の
体
育
館
で
福

祉
の
つ
ど
い
ス
ポ
ー
ツ
部
門
の
交
流
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
の
テ
ー
マ
は

「
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
も
う
!!
」。
カ

ー
リ
ン
グ
に
似
た
〝
ユ
ニ
カ
ー
ル
〞
や
、

お
手
玉
の
よ
う
な
ボ
ー
ル
を
投
げ
る
〝
ボ

ッ
チ
ャ
〞
な
ど
、
誰
も
が
楽
し
め
る
珍
し

い
ス
ポ
ー
ツ
が
体
験
で
き
ま
し
た
。
朝
か

ら
福
祉
関
係
者
や
親
子
連
れ
が
訪
れ
、
な

か
に
は
順
番
待
ち
の
行
列
が
出
来
た
ス
ポ

ー
ツ
も
あ
り
ま
し
た
。

展
示
・
舞
台
発
表
会

12
月
１
〜
３
日
に
は
、
市
内
の
公
民
館

で
展
示
・
舞
台
発
表
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
会
は
福
祉
施
設
・
団
体
に
よ
る

展
示
紹
介
お
よ
び
舞
台
で
の
演
芸
発
表
が

中
心
で
す
が
、
今
年
は
自
主
製
品
の
販
売

も
加
わ
り
華
や
か
さ
が
ア
ッ
プ
し
ま
し
た
。

舞
台
発
表
に
は
多
く
の
観
客
が
集
ま
り
ま

し
た
。
こ
ど
も
達
に
よ
る
歌
、
福
祉
施

設
・
団
体
に
よ
る
渾
身
の
演
奏
と
舞
踏
、

プ
ロ
の
演
奏
家
に
よ
る
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽

等
な
ど
・
・
・
多
様
な
演
技
者
の
技
が
披

露
さ
れ
、
充
実
し
た
内
容
で
し
た
。

こ
れ
か
ら
の
「
福
祉
の
つ
ど
い
」
の
取
り

組
み「

福
祉
の
つ
ど
い
」
の
目
的
は
人
々
の

交
流
を
図
る
こ
と
と
社
会
福
祉
へ
の
関
心

の
喚
起
で
す
。
で
す
か
ら
よ
り
多
く
の
方

に
「
つ
ど
い
」
に
参
加
し
て
頂
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
今
回
の
「
つ
ど
い
」
で

は
、
集
客
力
を
高
め
る
た
め
に
自
主
製
品

を
販
売
す
る
な
ど
の
新
し
い
取
り
組
み
を

行
い
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
参
加
す
る
人

の
数
は
増
え
た
と
感
じ
て
い
ま
す
が
、
ま

だ
ま
だ
足
り
な
い
現
状
も
認
め
ざ
る
を
得

ま
せ
ん
。
人
々
が
集
う
活
気
あ
る
イ
ベ
ン

ト
と
な
る
よ
う
、
魅
力
あ
る
企
画
を
提
案

し
て
い
け
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。
コ
ロ

ニ
ー
も
ま
す
ま
す
積
極
的
な
参
加
を
！
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

（
総
務
部
　
本
多
　
舞
）

東
村
山
工
場

（東村山市福祉のつどい事務局資料提供）



ま
た
、
ご
家
族
の
応
援
も
い
た
だ
く
た

め
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

そ
の
ほ
か
、
地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
、
施
設
で
実
習
さ
れ
た
学
生
さ
ん
た

ち
に
も
声
を
か
け
て
い
ま
す
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
希
望
さ
れ
る
方
が
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
ら
、
ぜ
ひ
ト
ー
コ
ロ

青
葉
ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
（
担
当：

鶴
田
、

電
話：

０
４
２
│
３
９
５
│
１
４
３
９
）
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。（

所
長
　
藤
田
邦
威
）

パ
ソ
コ
ン
教
室
を
開
催

11
月
に
支
援
セ
ン
タ
ー
準
備
室
で
パ
ソ

コ
ン
教
室
を
開
催
し
ま
し
た
。
中
野
工
場

で
は
新
事
業
に
向
け
て
複
数
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
立
ち
上
げ
て
い
ま
す
が
、
パ
ソ
コ

ン
教
室
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
も
そ
の
一
つ
で
、

事
業
所
内
の
利
用
者
の
方
に
パ
ソ
コ
ン
ス

キ
ル
を
身
に
付
け
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的

に
し
て
い
ま
す
。

今
回
は
初
心
者
向
け
の
５
日
間
の
ク
ラ

ス
を
試
行
し
、
第
１
回
に
３
名
、
第
２
回

に
４
名
の
利
用
者
の
方
が
受
講
さ
れ
ま
し

た
。
パ
ソ
コ
ン
の
起
動
、
マ
ウ
ス
の
使
い

方
、
キ
ー
ボ
ー
ド
入
力
、
ワ
ー
ド
の
基
本

操
作
等
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
毎
日
２
時
間

ず
つ
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
メ
ン
バ
ー
が
講
師
、

補
助
講
師
を
担
当
し
ま
し
た
。
慣
れ
な
い
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新
事
業
で
の
試
行
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

開
始青

葉
ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
で
は
２
０
０
７
年

４
月
か
ら
障
害
者
自
立
支
援
法
に
基
づ
く
新

事
業
へ
の
移
行
を
検
討
し
て
い
ま
す
。
新
事

業
は
就
労
移
行
支
援
事
業
と
就
労
継
続
支
援

事
業
（
Ｂ
型
）
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

利
用
者
の
皆
様
の
ア
ン
ケ
ー
ト
な
ど
か

ら
就
労
継
続
支
援
事
業
（
Ｂ
型
）
を
希
望

す
る
方
が
大
半
で
あ
る
こ
と
も
明
ら
か
に

な
り
ま
し
た
。
一
方
、「
一
定
の
力
が
あ
り

働
け
る
人
は
企
業
へ
！
」
が
自
立
支
援
法

の
主
旨
で
も
あ
り
ま
す
。
国
の
財
政
が
逼

迫
し
新
し
い
施
設
を
建
設
す
る
こ
と
が
極

め
て
困
難
な
状
況
に
あ
る
と
す
れ
ば
、
養

護
学
校
の
新
卒
者
受
け
入
れ
、
高
次
脳
機

能
障
害
な
ど
の
中
途
障
害
を
持
つ
人
た
ち

の
た
め
の
施
設
は
必
要
で
す
。
既
存
の
施

設
が
新
し
い
人
を
迎
え
入
れ
る
た
め
に
は
、

施
設
か
ら
企
業
で
の
一
般
就
労
へ
の
流
れ

を
作
り
、
新
し
く
迎
え
入
れ
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。
そ
こ
で
、
就
労
移
行
支
援
事
業

の
選
択
も
行
う
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

就
労
継
続
支
援
事
業
（
Ｂ
型
）
で
は
、

従
来
、「
働
く
こ
と
」
を
中
心
に
組
み
立
て

ら
れ
て
き
た
施
設
で
の
過
ご
し
方
を
見
直

し
、
新
た
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
取
り
入
れ
、

皆
様
一
人
ひ
と
り
の
Ｑ
Ｏ
Ｌ
の
向
上
に
役

立
て
る
施
設
作
り
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

３
月
ま
で
次
の
よ
う
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

試
行
し
、
そ
の
結
果
を
ふ
ま
え
て
プ
ロ
グ

ラ
ム
の
見
直
し
を
行
い
、
４
月
か
ら
本
格

的
に
実
施
を
し
て
い
き
ま
す
。
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
構
成
は
以
下
の
よ
う
に
な
り
ま
す
。

�
生
活
に
役
立
つ
プ
ロ
グ
ラ
ム

①
生
活
訓
練

買
い
物
・
交
通
機
関
の
利
用
／
清
掃
／

調
理

②
休
日
・
余
暇
の
充
実

手
芸
／
工
芸
を
習
い
趣
味
の
幅
を
広
げ

る
③
健
康
維
持
・
管
理
の
た
め
に

ス
ポ
ー
ツ
／
散
歩

な
ど
を
通
じ
て
生
活
に
役
に
立
つ
こ
と

を
身
に
つ
け
、
健
康
維
持
・
管
理
を
支
援

す
る
。

�
社
会
貢
献
プ
ロ
グ
ラ
ム

①
老
人
施
設
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

近
隣
の
老
人
施
設
（
東
京
都
東
村
山
ナ
ー

シ
ン
グ
ホ
ー
ム
）
で
お
年
よ
り
の
お
話
し

相
手
・
コ
ー
ヒ
ー
サ
ー
ビ
ス
、
ク
ラ
ブ
活

動
・
行
事
の
お
手
伝
い
、
シ
ー
ツ
交
換
な

ど
様
々
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
行
な
う
こ
と

に
よ
り
、
人
の
た
め
に
役
立
つ
こ
と
の
喜

び
、
や
り
が
い
を
感
じ
る
。

�
施
設
外
実
習

①
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
の
実
習

（
イ
ト
ー
ヨ
ー
カ
ド
ー
、
西
友
）

②
農
作
業
（
す
で
に
東
村
山
市
内
に
農
場

を
借
り
ま
し
た
。
青
空
の
下
で
働
き
野

菜
を
育
て
る
喜
び
を
味
わ
い
、
加
え
て

体
力
増
強
を
目
指
す
。

中
野
工
場

青
葉
ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー

施
設
外
で
の
実
習
を
通
じ
、「
施
設
で
働

く
こ
と
」
と
「
一
般
社
会
で
働
く
こ
と
」

の
違
い
を
体
験
す
る
。

ま
た
、
就
労
移
行
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
と

し
て

①
パ
ソ
コ
ン
の
実
習

ワ
ー
ド
・
エ
ク
セ
ル
の
基
本
を
学
び
、

就
労
し
た
と
き
の
た
め
に
最
低
限
の
知

識
を
習
得
し
て
お
く
。

②
電
話
応
対
・
挨
拶
マ
ナ
ー
実
習

一
般
就
労
を
前
提
と
し
て
ビ
ジ
ネ
ス
電

話
の
応
対
、
接
客
マ
ナ
ー
な
ど
を
学
ぶ
。

を
実
施
い
た
し
ま
す
。

希
望
調
査
結
果
で
一
番
人
気
の
あ
っ
た

プ
ロ
グ
ラ
ム
は
「
ス
ポ
ー
ツ
・
散
歩
」
で

30
名
の
希
望
が
あ
り
ま
し
た
。

日
ご
ろ
の
運
動
不
足
の
解
消
と
気
分
転

換
の
必
要
性
を
感
じ
て
い
る
方
が
多
い
と

い
う
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
二
番
目
は

「
調
理
」、
22
名
の
希
望
が
あ
り
ま
し
た
。

以
下
、
パ
ソ
コ
ン
実
習
、
農
作
業
・
・
・

な
ど
で
す
。

い
ず
れ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
週
に
１
回
な
い

し
２
週
に
１
回
程
度
を
予
定
し
て
い
ま
す
。 （試行プログラム パソコンの実習）
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就
労
の
た
め
の
短
期
の
訓
練
事
業

「
ｅ
┃

ラ
ー
ニ
ン
グ
コ
ー
ス
」
が

ス
タ
ー
ト
！

職
能
開
発
室
で
は
、
従
来
か
ら
の
２
年

間
の
Ｉ
Ｔ
技
術
者
在
宅
養
成
講
座
に
加
え
、

３
〜
４
ヶ
月
と
い
う
短
期
間
で
在
宅
の
ま

ま
情
報
処
理
技
術
を
集
中
的
に
身
に
つ
け

ら
れ
る
講
習
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

対
象
は
、
身
体
的
に
重
度
の
障
害
が
あ

る
た
め
に
一
般
の
専
門
学
校
や
パ
ソ
コ
ン

ス
ク
ー
ル
に
通
う
の
が
困
難
な
方
で
す
。

こ
の
秋
、
こ
の
短
期
講
座
の
応
用
コ
ー

ス
が
、
新
た
に
（
財
）
東
京
し
ご
と
財
団

よ
り
委
託
を
受
け
、
就
労
の
た
め
の
訓
練

事
業
「
ｅ
│
ラ
ー
ニ
ン
グ
コ
ー
ス
」
と
な
り

ま
し
た
。

こ
の
コ
ー
ス
で
は
、
在
宅
就
労
に
お
い

て
ニ
ー
ズ
の
高
い
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
制
作
に

的
を
し
ぼ
り
、
４
ヶ
月
間
で

・
Ｗ
ｅ
ｂ
ア
ク
セ
シ
ビ
リ
テ
ィ
の
考
え
方

・
ス
タ
イ
ル
シ
ー
ト
に
よ
る
ペ
ー
ジ
デ
ザ

イ
ン

簿
記
の
研
修
に
つ
い
て

９
月
８
日
か
ら
毎
週
金
曜
日
の
就
業
後

に
12
回
に
わ
た
り
法
人
本
部
に
お
い
て
簿

記
の
研
修
を
行
な
い
ま
し
た
。

趣
旨
と
し
て
は
東
京
コ
ロ
ニ
ー
の
各
事

業
所
で
経
理
事
務
を
行
な
っ
て
い
る
若
手

ス
タ
ッ
フ
の
知
識
の
向
上
と
そ
の
知
識
を

実
務
に
役
立
て
る
こ
と
で
す
。

簿
記
と
い
っ
て
も
そ
の
対
象
は
広
く
、

奥
深
い
も
の
で
す
が
、
実
は
計
算
の
原
理

（
会
計
理
論
の
原
理
）
は
い
っ
た
っ
て
シ
ン

プ
ル
な
も
の
で
す
。
例
え
ば
貸
借
対
照
表

と
損
益
計
算
書
に
示
さ
れ
る
利
益
（
儲
け
）

は
一
致
す
る
複
式
簿
記
の
原
理
に
よ
っ
て

成
り
立
っ
て
い
ま
す
。

複
式
簿
記
は
仕
訳
に
お
い
て
収
支
計
算

と
損
益
計
算
を
対
称
記
入
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
実
現
さ
れ
ま
す
。

し
ば
し
ば
、
財
務
諸
表
は
法
人
の
経
済

的
実
態
を
投
写
す
る
と
言
わ
れ
ま
す
が
、

そ
れ
は
シ
ン
プ
ル
な
計
算
原
理
に
よ
っ
て

行
な
わ
れ
、
数
多
く
の
ル
ー
ル
（
会
計
原

則
）
を
守
る
こ
と
に
よ
り
、
真
実
性
が
保

証
さ
れ
て
い
ま
す
（
真
実
性
の
原
則
）。

し
た
が
っ
て
、
簿
記
を
習
得
す
る
た
め

に
は
、
極
め
て
多
く
の
ル
ー
ル
を
覚
え
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、
シ
ン
プ
ル
な
計
算
原

理
を
体
感
す
る
こ
と
だ
け
に
限
っ
て
言
え

ば
、
極
端
な
労
力
を
必
要
と
し
ま
せ
ん
。

Ｉ
Ｔ
事
業
本
部

法
人
本
部

い
く
課
題
も
あ
り
ま
す
が
、
利
用
者
の
皆

さ
ん
に
楽
し
く
学
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
な

講
習
を
開
催
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

（
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
　
松
本
直
子
）

等
の
仕
事
に
直
結
す
る
技
術
を
学
び
ま

す
。
ま
た
、
実
際
の
仕
事
を
題
材
に
し
て

グ
ル
ー
プ
演
習
を
重
ね
る
こ
と
で
、
仕
事

の
進
め
方
や
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
の
習
得
を

目
指
し
ま
す
。

現
在
そ
の
半
分
を
終
え
た
と
こ
ろ
で
す

が
、
受
講
生
は
皆
一
日
４
時
間
か
ら
５
時

間
、
ネ
ッ
ト
上
の
掲
示
板
に
毎
日
報
告
や

質
問
を
積
極
的
に
書
き
込
ん
で
い
ま
す
。

こ
の
各
自
の
継
続
的
な
努
力
や
講
師
と
の

日
々
の
や
り
取
り
こ
そ
が
、
次
の
ス
テ
ー

ジ
で
あ
る
就
労
に
つ
な
が
っ
て
い
き
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
時
代
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ

た
教
育
事
業
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
の
で
、

ど
う
ぞ
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

（
職
能
開
発
室
課
長
　
堀
込
真
理
子
）

ロ
ー
マ
字
入
力
に
苦
戦
す
る
場
面
も
あ
り

ま
し
た
が
、
受
講
者
の
皆
さ
ん
の
真
剣
な

姿
勢
に
は
、
サ
ポ
ー
ト
し
た
メ
ン
バ
ー
も

驚
か
さ
れ
ま
し
た
。

初
め
て
の
試
み
に
試
行
錯
誤
で
し
た
が
、

講
習
後
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
パ
ソ
コ
ン

に
興
味
を
持
っ
た
方
、
ま
た
や
っ
て
み
た

い
と
次
回
の
受
講
を
希
望
さ
れ
る
方
も
い

ま
し
た
。
ま
た
、
パ
ソ
コ
ン
に
精
通
し
た

利
用
者
の
方
に
補
助
講
師
を
お
願
い
し
て
、

実
際
に
教
え
る
難
し
さ
と
や
り
が
い
を
体

験
し
て
も
ら
う
こ
と
も
で
き
ま
し
た
。

今
後
は
趣
味
や
実
務
レ
ベ
ル
等
個
人
の

レ
ベ
ル
に
応
じ
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
用
意

し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
講
師
、
補
助

講
師
の
体
制
や
ど
の
よ
う
な
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
を
用
意
す
る
か
、
こ
れ
か
ら
検
討
し
て （中野工場のパソコン教室）

（短期ＩＴ講座の画面）
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２
０
０
６
年
十
一
月
十
一
日
に
開
催
さ

れ
た
第
四
五
回
評
議
員
会
及
び
第
一
九
九

回
理
事
会
に
お
い
て
、
２
０
０
６
年
十
一

月
二
十
八
日
か
ら
二
年
間
の
任
期
で
、
新

た
な
評
議
員
・
理
事
・
監
事
が
選
任
さ
れ

ま
し
た
。

ま
た
、
２
０
０
６
年
十
一
月
二
十
八
日

に
開
催
さ
れ
た
第
二
〇
〇
回
理
事
会
に
お

い
て
、
新
役
員
等
の
選
任
も
お
こ
な
わ
れ

ま
し
た
。

「
障
害
者
自
立
支
援
法
」
の
本
格
施
行

に
よ
り
、
今
後
の
法
人
運
営
は
益
々
厳
し

さ
を
増
す
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
が
、
引

続
き
東
京
コ
ロ
ニ
ー
の
事
業
に
対
す
る
ご

理
解
と
暖
か
い
ご
支
援
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

（
事
務
局
長
　
神
野
敏
夫
）

の
枠
組
み
が
で
き
つ
つ
あ
り
、
ノ
ウ
ハ
ウ

も
蓄
積
し
て
き
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の

課
題
は
、
変
化
し
つ
つ
あ
る
制
度
の
中
で
、

16
名
の
入
居
者
の
方
々
が
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
居
心
地
の
よ
い
場
と
し
て
３
寮
が
運

営
を
存
続
し
て
い
く
に
は
、
ど
う
し
た
ら

よ
い
か
と
い
う
こ
と
で
す
。

こ
の
こ
と
に
知
恵
を
し
ぼ
り
検
討
す
る

た
め
、
昨
年
９
月
に
運
営
委
員
会
を
発
足

し
ま
し
た
。
委
員
を
募
集
し
た
と
こ
ろ
、

９
名
の
ご
家
族
が
手
を
あ
げ
て
下
さ
り
、

連
携
施
設
で
あ
る
コ
ロ
ニ
ー
東
村
山
よ
り

２
名
、
総
勢
13
名
の
委
員
会
と
な
り
ま
し

自
分
は
そ
こ
に
着
目
し
、
今
後
実
務
を
行

な
う
上
で
、
処
理
を
考
え
る
力
を
身
に
つ

け
る
た
め
に
ど
の
よ
う
な
方
法
が
あ
る
か

を
考
え
ま
し
た
。

１
つ
め
に
、
広
く
浅
く
知
識
の
提
案
を

行
な
わ
な
い
。
２
つ
め
に
、
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
中
心
で
行
な
う
。
３
つ
め
に
、
自
主
学

習
の
領
域
を
増
や
し
、
質
問
を
考
え
て
も

ら
っ
て
、
そ
れ
に
つ
い
て
議
論
で
き
る
時

間
を
つ
く
る
。
４
つ
め
に
、
仕
訳
力
と
集

計
力
が
身
に
付
く
よ
う
な
レ
ジ
ュ
メ
や
考

え
方
を
提
案
す
る
。

今
回
は
授
産
施
設
会
計
基
準
な
ど
社
会
福

祉
法
人
特
有
の
考
え
方
や
、
処
理
の
方
法
に

は
一
切
触
れ
ず
、
純
粋
に
簿
記
力
を
身
に
つ

け
る
基
礎
作
り
を
し
た
い
と
考
え
ま
し
た
。

ま
た
、
演
習
材
料
は
日
本
商
工
会
議
所

の
簿
記
３
級
の
本
試
験
問
題
の
み
を
活
用

し
、
受
講
者
の
学
習
の
進
捗
度
に
よ
っ
て
、

そ
の
人
の
実
力
に
見
合
っ
た
学
習
内
容
を

提
案
し
ま
し
た
。

12
月
８
日
に
最
終
回
を
迎
え
ま
し
た
が
、

１
週
間
の
仕
事
を
終
え
た
金
曜
日
の
夜
に
、

難
し
い
会
計
理
論
や
計
算
の
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
を
毎
週
行
い
、
更
に
自
宅
学
習
ま
で
要

求
さ
れ
る
わ
け
で
す
か
ら
、
受
講
者
は
大

変
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
少
し

ず
つ
実
力
が
身
に
つ
い
て
い
く
様
子
が
分

か
り
、
努
力
す
れ
ば
必
ず
力
が
付
く
こ
と

を
実
感
で
き
た
と
思
い
ま
す
。
こ
の
力
は
、

今
後
本
人
の
た
め
、
ま
た
仕
事
を
通
し
て

法
人
全
体
の
た
め
に
必
ず
役
立
つ
こ
と
に

な
る
こ
と
を
確
信
し
て
い
ま
す
。

（
経
理
担
当
係
長
　
立
花
淳
一
）

福
祉
事
業
本
部

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
運
営
委
員
会
の

発
足福

祉
事
業
本
部
で
運
営
す
る
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム
は
現
在
、
国
分
寺
戸
倉
寮
（
定
員

４
名
１
９
９
７
年
開
寮
）、
東
久
留
米
第

一
・
第
二
氷
川
台
寮
（
定
員
各
６
名
２
０

０
２
年
開
寮
）
の
３
寮
が
あ
り
、
合
計
で

16
名
の
知
的
障
害
の
あ
る
方
が
地
域
で
暮

ら
し
て
い
ま
す
。

当
法
人
は
就
労
支
援
事
業
と
し
て
は
55

年
の
歴
史
と
実
績
が
あ
り
、
新
し
い
取
組

み
を
多
々
行
っ
て
き
ま
し
た
が
、
地
域
生

活
を
支
え
る
事
業
は
制
度
と
し
て
も
不
充

分
な
中
、
運
営
は
試
行
錯
誤
の
日
々
で
し

た
。
こ
の
間
、
２
０
０
３
年
の
支
援
費
制

度
、
こ
の
度
の
障
害
者
自
立
支
援
法
と
大

き
な
制
度
の
変
革
も
加
わ
り
、
入
居
者
や

ご
家
族
も
、
将
来
に
向
け
て
の
不
安
を
抱

え
な
が
ら
の
数
年
で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

昨
年
10
月
に
新
事
業
の
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

（
共
同
生
活
援
助
）
・
ケ
ア
ホ
ー
ム
（
共
同

生
活
介
護
）
に
移
行
し
ま
し
た
が
、
ま
だ

制
度
は
動
い
て
い
ま
す
。（
来
年
度
か
ら
グ

ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
利
用
者
負
担
個
別
減
免

も
改
善
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
の
は
嬉
し

い
ニ
ュ
ー
ス
で
す
が
、
さ
ら
に
は
た
ら
き

か
け
を
続
け
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。）

こ
の
よ
う
な
中
で
は
あ
り
ま
す
が
、
お

か
げ
さ
ま
で
生
活
の
場
と
し
て
の
寮
運
営

法
人
の
主
な
動
き
か
ら

た
。第

１
回
を
９
月
21
日
、
第
２
回
を
11
月

15
日
に
開
催
、
ち
ょ
う
ど
自
立
支
援
法
の

10
月
施
行
の
前
後
の
時
期
で
あ
り
、
制
度

の
移
行
に
関
す
る
共
通
理
解
を
得
る
場
と

な
り
ま
し
た
。
今
後
も
制
度
の
変
化
に
つ

い
て
は
把
握
し
つ
つ
、
具
体
的
な
課
題

（
た
と
え
ば
、
夜
間
支
援
の
体
制
を
ど
う
す

る
か
？
金
銭
預
か
り
の
方
法
、
移
動
支
援

を
ど
う
利
用
し
て
い
く
か
？
な
ど
）
を
一

つ
一
つ
解
決
し
て
い
く
場
と
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

（
福
祉
事
業
本
部
長
　
加
藤
留
美
子
）

新
理
事
・
評
議
員
・
監
事
の

選
任
と
新
役
員
等
の
選
任
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理
事
・
評
議
員
　
勝
又
和
夫

同
　
　
　
　
高
山
真
三

同
　
　
　
　
木
村
良
二

同
　
　
　
　
飯
島
　
毅

同
　
　
　
　
武
者
明
彦

同
　
　
　
　
鬼
頭
克
介（
理
事
新
任
）

評
議
員
　
　
　
　
佐
々
木
洋
文

同
　
　
　
　
竹
原
　
悟

同
　
　
　
　
朝
日
雅
也

同
　
　
　
　
比
留
間
ち
づ
子

同
　
　
　
　
松
井
保
彦

同
　
　
　
　
岸
本
美
惠
子

同
　
　
　
　
滑
川
　
修

同
　
　
　
　
山
根
伸
右

同
　
　
　
　
正
木
洋
介
（
新
任
）

同
　
　
　
　
柿
沼
一
彦
（
新
任
）

監
　
事
　
　
　
　
丸
山
一
郎

同
　
　
　
　
加
藤
一
志

理
事
長
　
　
　
　
勝
又
和
夫

専
務
理
事
　
　
　
飯
島
　
毅

常
務
理
事
　
　
　
武
者
明
彦

苦
情
解
決

第
三
者
委
員
　
　
野
村
　
歓

同
　
　
　
　
朝
日
雅
也

同
　
　
　
　
比
留
間
ち
づ
子

同
　
　
　
　
三
友
敬
太（

敬
称
略
）

※
大
坪
哲
夫
顧
問
、
手
塚
直
樹
理
事
・
評

議
員
が
退
任
さ
れ
ま
し
た
。
永
き
に
亘

り
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

２
０
０
６
年
10
月
１
日
付
で
、
旧
施
設

体
系
の
社
会
事
業
授
産
施
設
「
コ
ロ
ニ
ー

東
村
山
第
二
印
刷
所
」
は
、
障
害
者
自
立

支
援
法
に
基
づ
く
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事

業
（
就
労
継
続
支
援
Ｂ
型
）
と
し
て
ス
タ

ー
ト
し
ま
し
た
。
東
村
山
市
と
の
調
整
で

移
行
時
期
が
遅
れ
た
こ
と
で
、
利
用
者
の

皆
様
に
は
大
変
ご
迷
惑
、
ご
心
配
を
お
か

け
し
ま
し
た
。
自
立
支
援
法
は
既
に
多
く

の
資
料
が
配
布
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
今

回
は
移
行
し
た
理
由
に
つ
い
て
書
か
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

今
日
の
社
会
事
業
（
生
保
を
含
む
）
授

産
の
原
型
は
昭
和
初
期
に
形
成
さ
れ
、
経

済
保
護
事
業
、
職
業
保
護
事
業
、
母
子
世

帯
な
ど
の
家
計
補
充
的
な
授
産
と
い
う
３

つ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
、

そ
の
意
味
で
は
社
会
変
動
に
よ
る
大
混
乱

に
対
す
る
有
効
な
策
と
し
て
機
能
し
て
き

た
と
い
え
ま
す
。
第
二
次
世
界
大
戦
後
、

低
所
得
者
対
策
の
側
面
を
も
つ
社
会
事
業

授
産
に
対
し
て
障
害
者
授
産
事
業
は
、
生

活
訓
練
お
よ
び
職
業
訓
練
を
重
視
し
た
授

産
施
設
と
し
て
法
定
化
さ
れ
ま
し
た
。

第
１
種
社
会
福
祉
事
業
と
し
て
公
に
よ

る
規
制
と
監
督
の
も
と
に
お
か
れ
た
授
産

事
業
は
、
無
料
ま
た
は
低
額
の
料
金
で
サ

ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
社
会
福
祉
事
業
と
規

定
さ
れ
、
高
い
公
共
性
、
純
粋
性
を
獲
得

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
し
た
が
っ
て

歴
史
的
に
は
、
社
会
事
業
授
産
は
低
所
得

者
を
対
象
と
し
て
高
い
公
共
性
、
純
粋
性

を
有
す
る
社
会
福
祉
事
業
と
し
て
位
置
づ

け
ら
れ
、
障
害
者
授
産
施
設
の
役
割
と
の

一
定
の
整
合
性
を
求
め
ら
れ
な
が
ら
も
、

失
業
や
低
所
得
と
い
っ
た
社
会
変
動
等
に

起
因
す
る
状
況
に
対
す
る
有
効
策
と
し
て

考
え
ら
れ
、
特
に
す
さ
ん
だ
現
代
で
は
た

い
へ
ん
有
意
義
な
制
度
と
い
え
ま
す
。

で
は
、
な
ぜ
移
行
し
た
の
で
し
ょ
う
か
。

一
つ
目
の
理
由
と
し
て
、
障
害
者
自
立

支
援
法
で
は
、
社
会
事
業
授
産
施
設
に
対

し
平
成
18
年
10
月
か
ら
の
取
扱
に
つ
い
て

次
の
こ
と
を
求
め
ま
し
た
。

�
事
業
体
系
に
つ
い
て
（
次
の
ど
ち
ら
か

を
選
択
）

①
指
定
サ
ー
ビ
ス
事
業
へ
移
行
（
新
体

系
の
複
数
の
事
業
の
中
か
ら
選
択
が

可
能
）

②
基
準
該
当
サ
ー
ビ
ス
事
業
（
就
労
継

続
Ｂ
型
の
み
）

�
移
行
時
期
に
つ
い
て

①
経
過
期
間
は
も
た
ず
10
月
ま
で
に
指

定
を
受
け
る
こ
と

�
利
用
者
負
担
に
つ
い
て

①
障
害
者
自
立
支
援
法
に
基
づ
く
利
用

者
負
担
が
発
生

②
社
会
福
祉
法
人
減
免
の
対
象

と
い
う
具
合
に
当
事
業
所
の
利
用
者
に

と
っ
て
は
、
い
ず
れ
に
し
て
も
自
立
支
援

法
に
基
づ
い
た
利
用
し
か
選
択
で
き
ま
せ

ん
で
し
た
。（
１
人
を
除
い
て
す
べ
て
障
害

者
利
用
）

二
つ
目
の
理
由
は
、
東
村
山
市
の
情
勢

に
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
法
で
は
過
剰
な
事

業
に
つ
い
て
認
め
な
い
こ
と
も
で
き
る
こ

と
を
定
め
て
い
ま
す
。
市
で
は
自
立
支
援

法
に
基
づ
く
新
体
系
移
行
へ
の
事
前
調
査

を
実
施
し
て
い
て
、
７
割
を
超
え
る
施
設

が
Ｂ
型
事
業
を
想
定
し
て
お
り
、
早
め
に

定
員
枠
の
確
保
が
必
要
で
し
た
。

三
つ
目
の
理
由
と
し
て
、
移
行
せ
ざ
る

を
得
な
い
の
な
ら
、
現
段
階
で
同
一
敷
地

内
に
あ
る
他
の
施
設
（
身
体
障
害
者
通
所

授
産
施
設
・
知
的
障
害
者
通
所
授
産
施
設
）

に
な
る
べ
く
近
い
体
系
で
あ
る
Ｂ
型
事
業

を
。

と
い
う
の
が
主
な
理
由
で
す
。

公
共
性
か
つ
純
粋
性
の
高
い
価
値
の
あ

る
事
業
を
移
行
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
こ

と
は
大
変
残
念
に
思
い
ま
す
。
し
か
し
、

障
害
の
あ
る
人
も
地
域
で
普
通
に
生
活
が

で
き
、
働
き
た
い
場
所
で
働
け
る
機
会
を

創
設
し
て
い
く
こ
と
は
、
支
援
事
業
者
に

と
っ
て
大
事
な
役
割
だ
と
思
い
ま
す
。
２

０
０
７
年
４
月
か
ら
は
、
変
わ
ら
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
こ
と
、
変
え
て
は
い
け
な
い

こ
と
を
一
つ
ひ
と
つ
整
理
し
な
が
ら
、
改

め
て
事
業
体
系
を
再
構
築
し
て
い
く
予
定

で
す
の
で
、
み
な
さ
ま
の
ご
指
導
ご
協
力

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

（
所
長
　
中
村
敏
彦
）

東
村
山
第
二
印
刷
所
　
新
事
業
の
就
労
継
続
Ｂ
型
に
移
行
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福
祉
事
業
本
部
の
ト
ー
コ
ロ
生
活
支
援

セ
ン
タ
ー
で
は
、
２
０
０
５
年
度
の
後
半

よ
り
知
的
、
身
体
、
児
童
、
精
神
の
障
害

の
あ
る
方
を
対
象
に
居
宅
介
護
事
業
を
開

始
し
、
２
０
０
６
年
10
月
に
障
害
者
自
立

支
援
法
の
新
事
業
に
移
行
し
ま
し
た
。
そ

し
て
、
こ
の
度
、
12
月
１
日
付
で
介
護
保

険
制
度
の
訪
問
介
護
事
業
者
の
指
定
（
中

野
区
周
辺
地
域
）
を
受
け
、
65
歳
以
上
の

方
へ
の
サ
ー
ビ
ス
提
供
も
可
能
と
な
り
ま

し
た
。

い
ず
れ
は
介
護
保
険
制
度
の
事
業
も
加

え
る
必
要
が
あ
る
こ
と
は
考
え
て
い
た
も

の
の
、
本
年
度
の
事
業
計
画
で
は
ま
だ
検

討
の
段
階
と
考
え
て
お
り
ま
し
た
。
し
か

し
、
利
用
者
の
お
一
人
が
介
護
保
険
の
対

象
と
な
る
年
齢
に
な
ら
れ
、
当
セ
ン
タ
ー

の
利
用
継
続
を
希
望
し
て
下
さ
っ
た
こ
と

が
き
っ
か
け
で
、
急
遽
手
続
き
を
す
る
こ

と
と
し
ま
し
た
。

当
セ
ン
タ
ー
で
は
、
当
初
は
法
人
内
の

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
や
通
所
施
設
を
利
用
す

る
皆
様
を
中
心
と
し
た
居
宅
介
護
、
移
動

支
援
の
サ
ー
ビ
ス
提
供
を
し
て
き
ま
し
た

が
、
最
近
で
は
法
人
外
か
ら
の
お
問
い
合

わ
せ
や
ご
利
用
も
増
え
て
き
て
お
り
ま
す
。

現
在
の
ご
利
用
者
は
約
20
名
、
ヘ
ル
パ
ー

数
も
ほ
ぼ
同
数
く
ら
い
と
な
っ
て
い
ま
す
。

介
護
保
険
の
指
定
を
受
け
た
こ
と
で
、
利

用
し
て
い
た
だ
け
る
対
象
の
巾
が
ぐ
ん
と

広
が
り
ま
し
た
。
ヘ
ル
パ
ー
確
保
に
さ
ら

に
努
力
し
て
い
か
な
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

（
福
祉
事
業
本
部
長
　
加
藤
留
美
子
）

＊
ヘ
ル
パ
ー
さ
ん
募
集
！

ト
ー
コ
ロ
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
で

は
、
中
野
、
東
村
山
、
東
久
留
米
、

そ
の
周
辺
地
域
に
お
住
ま
い
の
方

で
、
ヘ
ル
パ
ー
資
格
を
持
ち
仕
事

を
し
て
下
さ
る
方
を
募
集
し
て
お

り
ま
す
。
ぜ
ひ
、
一
度
ご
連
絡
下

さ
い
。
ま
た
、
お
知
り
合
い
の
方

に
も
声
を
か
け
て
い
た
だ
け
れ
ば

幸
い
で
す
。
ど
う
ぞ
、
宜
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

電
話
０
３
│
３
９
５
２
│
６
１
６
６

（
担
当
　
木
村
、
加
藤
）

〜
障
害
者
雇
用
促
進
法
改
正
で
、

在
宅
就
労
に
何
が
起
こ
る
？
〜

去
る
11
月
29
日
、
大
手
町
の
日
本
工
業

倶
楽
部
ホ
ー
ル
に
て
、
東
京
労
働
局
様
と

の
共
催
で
在
宅
就
労
に
つ
い
て
の
広
報
イ

ベ
ン
ト
を
行
い
ま
し
た
。

２
０
０
６
年
の
４
月
よ
り
完
全
施
行
さ

れ
た
「
改
正
障
害
者
雇
用
促
進
法
」
に
よ

っ
て
、
在
宅
で
働
く
障
害
者
に
対
す
る
支

援
が
強
化
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
の
は
ご

存
知
の
方
も
多
い
と
思
い
ま
す
が
、
就
業

機
会
拡
大
を
推
し
進
め
る
も
の
と
し
て
注

目
を
集
め
て
い
る
割
に
は
、「
実
際
の
と
こ

ど
う
な
の
？
」、「
興
味
は
あ
る
け
ど
…
」

で
終
わ
っ
て
い
る
事
業
主
の
方
も
多
い
と

う
か
が
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
ス
タ
ー

ト
ラ
イ
ン
に
立
っ
て
間
も
な
い
こ
の
法
改

正
と
諸
制
度
に
つ
い
て
正
確
に
紹
介
し
、

働
く
人
や
会
社
に
ど
の
よ
う
な
変
化
を
及

ぼ
す
可
能
性
が
あ
る
か
を
幅
広
く
考
え
て

い
き
た
い
と
思
い
、
レ
ク
チ
ャ
ー
と
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
を
組
ま
せ
た
内
容
で
こ
の
セ
ミ

ナ
ー
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

当
日
は
予
想
以
上
の
来
場
者
で
、
質
疑

応
答
も
活
発
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
事
後
い

た
だ
い
た
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
の
在
宅
雇
用
実
践
事
例
が
大
変
好
評
の

よ
う
で
、「
こ
の
よ
う
な
雇
用
形
態
が
す
で

に
う
ま
く
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
に
驚
い

た
」、「
今
後
、
我
が
社
で
も
検
討
し
て
み

た
い
」
な
ど
多
様
な
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

今
ま
で
在
宅
就
労
に
つ
い
て
興
味
や
知

識
を
お
持
ち
で
な
か
っ
た
事
業
主
の
方
も

大
勢
お
い
で
に
な
り
、
２
０
０
名
を
超
え

る
方
々
が
雇
用
の
多
様
性
を
考
え
る
一
日

と
な
り
ま
し
た
。

（
職
能
開
発
室
課
長
　
堀
込
真
理
子
）

※
ま
た
、
２
月
14
日
に
第
２
回
の
セ
ミ
ナ

ー
を
実
施
す
る
予
定
で
す
。
こ
ち
ら
は
、

非
雇
用
の
形
（
Ｓ
Ｏ
Ｈ
Ｏ
）
を
メ
イ
ン
と

し
た
内
容
で
行
な
い
、
障
害
の
あ
る
在
宅

就
労
希
望
者
の
方
、
就
労
支
援
団
体
の
方

を
中
心
に
募
集
い
た
し
ま
す
。
こ
ち
ら
も

お
楽
し
み
に
！

在
宅
就
労
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催

介
護
保
険
の
事
業
者
指
定（
２
０
０
６
年
12
月
１
日
付
）

（セミナー会場の様子）
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国
は
、
昨
年
10
月
に
「
障
害
者

自
立
支
援
法
」
を
制
定
し
、
戦
後

の
障
害
者
福
祉
を
一
変
さ
せ
る
内

容
を
も
っ
て
本
年
４
月
か
ら
施
行

し
ま
し
た
。

「
障
害
保
健
福
祉
の
総
合
化
」

（
身
体
・
知
的
・
精
神
障
害
者
に
対

す
る
サ
ー
ビ
ス
の
共
通
化
と
市
町

村
を
中
心
と
す
る
実
施
体
制
化

等
）、「
自
立
支
援
型
シ
ス
テ
ム
へ

の
転
換
」（
就
労
お
よ
び
自
立
支
援

の
重
視
等
）、「
制
度
の
持
続
可
能

性
の
確
保
」（
義
務
的
経
費
化
と
定

率
負
担
の
導
入
等
）
の
３
本
柱
か

ら
な
る
こ
の
改
革
は
、
利
用
者
に

対
す
る
実
費
負
担
と
定
率
負
担
を

求
め
る
一
方
で
、
事
業
者
に
は
市

場
原
理
に
も
と
づ
く
競
争
を
促
す

も
の
と
し
て
関
係
す
る
す
べ
て
の

人
た
ち
に
努
力
や
工
夫
を
求
め
る

も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

支
援
費
を
は
じ
め
と
す
る
公
的

援
助
の
収
入
減
は
、
職
員
・
利
用

者
処
遇
に
も
大
き
な
影
を
落
す
と

と
も
に
、
当
法
人
の
運
営
に
も
深

刻
な
問
題
を
も
た
ら
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
上
半
期
は
各
事
業
所
と
も

新
法
へ
の
対
応
に
追
わ
れ
、
下
半

期
も
さ
ら
に
そ
う
し
た
膨
大
な
作

業
を
継
続
し
な
け
れ
ば
な
ら
い
状

況
で
す
。

一
方
、
東
京
都
は
２
０
０
６
年

２
月
に
公
表
し
た
「
福
祉
・
健
康

都
市
東
京
ビ
ジ
ョ
ン
」
に
お
い
て
、

福
祉
工
場
の
民
間
委
譲
を
謳
っ
て

お
り
、
法
人
と
し
て
の
方
針
を
早

急
に
構
築
す
る
対
応
が
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

２
０
０
６
年
度
上
半
期
の
業
績

は
、
売
上
が
３
、
０
２
８
百
万
円

（
前
年
同
期
比
▲
１
、
４
８
０
百
万

円
）、
損
益
で
　
25
百
万
円
（
前
年

同
期
比
▲
２
１
１
百
万
円
）
と
な

り
ま
し
た
。
大
幅
な
減
少
は
一
昨

年
、
昨
年
と
続
い
た
防
災
部
門
の

特
需
が
な
く
な
り
、
通
常
ベ
ー
ス

の
売
上
に
戻
っ
た
事
に
起
因
し
ま

す
。
公
的
援
助
も
前
年
同
期
比
20

百
万
円
減
少
し
ま
し
た
が
、
な
ん

と
か
黒
字
を
計
上
す
る
事
が
で
き

ま
し
た
。
下
半
期
に
つ
い
て
は
、

引
続
き
印
刷
部
門
の
売
上
低
迷
や
、

さ
ら
な
る
公
的
援
助
の
減
少
等
が

見
込
ま
れ
る
事
か
ら
さ
ら
に
厳
し

い
状
況
が
続
く
も
の
と
思
わ
れ
ま

す
。こ

う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、
各

事
業
所
に
お
け
る
人
員
の
適
正
配

置
、
費
用
対
効
果
の
検
証
、
事
業

の
優
先
順
位
付
け
と
見
直
し
、
売

掛
債
権
の
確
実
な
回
収
等
を
さ
ら

に
徹
底
し
、
法
人
の
財
政
問
題
を

含
む
存
立
基
盤
の
改
善
を
図
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

法
人
経
営
の
ま
さ
に
正
念
場
の

時
期
で
あ
り
、
障
害
者
自
立
支
援

法
の
施
行
が
障
害
者
福
祉
に
投
げ

か
け
た
波
紋
を
ピ
ン
チ
と
捉
え
ず
、

チ
ャ
ン
ス
に
変
え
、
今
後
と
も
法

人
全
職
員
挙
げ
て
東
京
コ
ロ
ニ
ー

の
明
日
を
考
え
、
行
動
す
る
き
っ

か
け
と
し
た
い
と
考
え
ま
す
。

二
〇
〇
六
年
度

上
半
期
総
括
事
業
報
告
書
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（単位：人）自2006年４月１日　至2006年９月30日

（注）（ ）内の数字は法人内異動をあらわします。

表２　在籍者の推移

（単位：千円）

２．福祉事業本部
（戸倉寮・第一氷川台寮・
第二氷川台寮・居宅支援）

１．法人本部

３．ＩＴ事業本部

（２）職能開発室（含　事務局）

（３）デジタルメディアセンター

（１）トーコロ情報処理センター事業部

４．社会就労事業本部

（１）コロニー印刷所

（含　コロニー中野・アートビリティ）

（２）コロニー東村山印刷所

（含　コロニー東村山・第二印刷所）

（３）トーコロ青葉ワークセンター

（含　第二・第三ワークセンター）

５．福祉工場事業本部

（１）葛飾福祉工場

（２）大田福祉工場

合　　　計

表１　総括決算損益推移表

雇 用 就 労 者
授産施設の利用者
パ ー ト 等
訓 練 生 等

障害のある就労者　計
障害のない就労者

合　　　　計

前年度末 期中増減 法人内異動を除く主な減員理由
在籍者数 増員 減員

4（ 1）
21（ 12）
0（ 0）
7（ 0）
32（ 13）
24（ 21）
56（ 34）

6（ 1）
12（ 1）
0（ 0）
16（ 11）
34（ 13）
25（ 21）
59（ 34）

自己都合
4
10
0
0
14
4
18

1
1
0
5
7
0
7

疾病､その他 在籍者数
102
213
5
10
330
260
590

上 期 末

104
204
5
19
332
261
593

＊　見込額
〈（注） 2003年度は新会計移行に伴い損益累計表示の変更あり〉

（注）
2003年度

10,662
26,424
109,818
△ 132
1,128
7,585
11,695
33,688
72,830
4,870
12,693
56,374
△ 28
465
6,522
6,853
20,530
9,934

△ 25,392
13,161

△ 463,780
△ 17,148
2,902

△ 348,002
△ 12,184
2,581

△ 140,863
3,940
7,678
25,085
23,583
475,790
1,522,459
34,242
454,537
1,834,772
△ 10,659
21,253

△ 312,313
20,416
550,191
1,248,912

10,475
22,687
132,505
389
4,178
11,763
9,589
22,746
95,575
4,866
10,784
67,158
△ 629
914
7,435
5,352
11,048
20,982

△ 61,257
15,761

△ 448,018
△ 36,125
3,088

△ 344,914
△ 31,190

599
△ 140,264

6,058
12,074
37,160
276,557
503,583
2,026,043
305,344
499,948
2,334,720
△ 28,787
3,635

△ 308,677
235,753
568,955
1,817,868

17,231
25,000＊
157,505＊
1,306
6,606＊
18,369＊
14,546
7,503＊

103,078＊
2,663
4,574＊
71,732＊
8,139
1,194＊
8,629＊
3,744
1,735＊
22,717＊

△ 45,682
7,031＊

△ 440,987＊
△ 23,592

0＊
△ 344,914＊
△ 23,622

0＊
△ 140,264＊

1,532
7,031＊
44,191＊
37,710
177,695＊
2,203,738＊
48,011
168,495＊
2,503,215＊
△ 10,301
9,200＊

△ 299,477＊
25,111
223,835＊
2,041,703＊

△ 27,372
△ 22,194
83,395
6,606
5,134
6,457

△ 5,288
14,697
39,142
3,719
7,947
43,681
951
1,346
6,057

△ 9,958
5,404

△ 10,596
△ 54,069
△ 12,023
△ 476,941
△ 23,037
4,693

△ 350,904
△ 35,654
△ 27,806
△ 143,444

4,622
11,090
17,407
59,442
230,041
1,046,668
74,495
227,049
1,380,234
△ 15,053
2,992

△ 333,566
△ 20,681
215,653
698,721

2004年度 2005年度 2006年度
中間決算
決　　算
損益累計
中間決算
決　　算
損益累計
中間決算
決　　算
損益累計
中間決算
決　　算
損益累計
中間決算
決　　算
損益累計
中間決算
決　　算
損益累計
中間決算
決　　算
損益累計
中間決算
決　　算
損益累計
中間決算
決　　算
損益累計
中間決算
決　　算
損益累計
中間決算
決　　算
損益累計
中間決算
決　　算
損益累計
中間決算
決　　算
損益累計
中間決算
決　　算
損益累計
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18

今
回
は
、
第
18
回
ア
ー
ト
ビ
リ
テ
ィ
大
賞
で
ア
サ
ヒ
ビ
ー
ル
奨
励
賞
を
受
賞

し
た
岡
村
陸
矢
さ
ん
の
作
品
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

岡
村
さ
ん
は
、
ア
ー
ト
ビ
リ
テ
ィ
が
協
力
を
し
、
三
菱
地
所
株
式
会
社
が
主

催
す
る
、
障
害
の
あ
る
子
ど
も
た
ち
を
対
象
に
し
た
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル
「
キ
ラ

キ
ラ
っ
と
ア
ー
ト
コ
ン
ク
ー
ル
」
で
優
秀
賞
を
受
賞
し
、
ア
ー
ト
ビ
リ
テ
ィ
審

査
会
を
経
て
登
録
作
家
と
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
２
０
０
６
年
度
の
ア
ー
ト

ビ
リ
テ
ィ
大
賞
式
典
に
お
い
て
、
新
進
気
鋭
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
に
贈
ら
れ
る
ア

サ
ヒ
ビ
ー
ル
奨
励
賞
を
見
事
に
受
賞
し
、
こ
れ
か
ら
の
ア
ー
ト
ビ
リ
テ
ィ
を
担

う
作
家
の
一
人
と
し
て
多
い
に
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

岡
村
さ
ん
の
作
品
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
色
画
用
紙
を
使
っ
て
制
作
さ
れ
た
切
り

絵
で
す
。
動
物
や
植
物
の
形
を
、
岡
村
さ
ん
は
ま
っ
た
く
下
書
き
を
描
か
ず
に
、

画
用
紙
か
ら
直
接
切
り
出
し
て
い
き
ま
す
。
そ
の
造
形
セ
ン
ス
も
さ
る
こ
と
な

が
ら
、
色
の
セ
ン
ス
や
構
成
力
も
抜
群
と
ア
ー
ト
ビ
リ
テ
ィ
大
賞
選
考
会
に
お

い
て
高
く
評
価
を
さ
れ
ま
し
た
。

岡
村
さ
ん
と
切
り
絵
と
の
出
会
い
は
、
小
学
校
一
年
生
の
学
校
の
教
室
で
し
た
。

他
の
子
ど
も
た
ち
が
や
っ
て
い
た
折
り
切
り
絵
を
興
味
深
く
見
つ
め
て
い
た
の

が
、
後
か
ら
振
り
返
っ
て
み
る
と
き
っ
か
け
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
、
岡
村

さ
ん
の
お
母
さ
ん
が
お
話
を
し
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
の
と
き
は
特
に
自
分
か
ら

や
ろ
う
と
い
う
そ
ぶ
り
は
見
せ
な
か
っ
た
そ
う
で
す
が
、
数
日
後
、
家
で
突
然
、

動
物
の
形
を
ハ
サ
ミ
で
器
用
に
切
り
始
め
た
そ
う
で
す
。
そ
の
と
き
の
切
り
絵

が
あ
ま
り
に
も
上
手
だ
っ
た
の
で
、
お
母
さ
ん
は
た
い
へ
ん
驚
か
れ
た
よ
う
で

す
。今

で
は
、
岡
村
さ
ん
の
切
り
絵
の
熱
狂
的
な
フ
ァ
ン
が
、
地
域
や
学
校
関
係

者
を
始
め
、
た
く
さ
ん
い
ま
す
。
11
月
に
開
催
さ
れ
た
ア
ー
ト
ビ
リ
テ
ィ
大
賞

作
家
展
に
も
、
そ
の
方
た
ち
が
大
勢
駆
け
つ
け
、
岡
村
さ
ん
の
受
賞
を
皆
さ
ん

が
喜
ん
で
く
れ
ま
し
た
。

作
家
さ
ん
に
贈
る
言
葉
と
し
て
ア
ー
ト
ビ
リ
テ
ィ
が
よ
く
使
わ
せ
て
い
た
だ

く
の
は
「
こ
れ
か
ら
も
ス
テ
キ
な
作
品
を
描
き
続
け
て
く
だ
さ
い
」
と
い
う
も

の
で
す
。
岡
村
さ
ん
に
こ
の
言
葉
を
贈
る
と
、
必
ず
こ
う
答
え
て
く
れ
ま
す
。

「
は
い
、
切
り
ま
す
」。

岡
村
さ
ん
、
こ
れ
か
ら
も
ス
テ
キ
な
作
品
を
切
り
続
け
て
く
だ
さ
い
。
ま
だ

17
歳
。
こ
れ
か
ら
が
ほ
ん
と
う
に
楽
し
み
な
作
家
さ
ん
で
す
。

ア
ー
ト
ビ
リ
テ
ィ
事
務
局
　
岡
嶋
　
明
美

『赤おに、青おに、黄色おに』
岡村　陸矢さん

社会福祉法人東京コロニーでは、障害のある方への支援を就労や教育、生活の面から数多く

の事業を行なっています。めざすことは、それらによる障害者の大きな意味での自律支援です。

私共の事業を応援して下さる方（あるいは団体）からのご協力を、下記を窓口に常時受け付

けております。ご寄付の場合は、主に新しい事業の立ち上げや先進的な取組みを行うための財

源に充当させていただきます。より多くの方へのより質の高いサービスをめざす当法人の事業

に対し、今後ともご理解とご協力をお願いいたします。

（社会福祉法人への寄付は、税金が免除になります。ご寄付をいただいた際はそのための領収書

を発行させていただきます。）

ご寄付受付　社会福祉法人東京コロニー　法人本部事務局（担当　加藤）

〒165-0023 東京都中野区江原町2-6-7 tel03-3952-6166 fax03-3952-6664

ご協力のお願い

■アートビリティ

1986年障害者アートバンクとして設立。「才能に障害はない。障害者の才能は、アートの分野において健常者とかわらない」を基本姿勢に活動を

続けています。登録作家約400名、登録作品約4,000点、昨年１年間の使用実績約330点、年間の作品応募は2,000点を超えます。2002年４月アートビ

リティと改称。
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